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グリン･タフ(緑色凝灰岩)

まえがき

最近グリン･タフ(緑色凝灰措GreenTu肝)とか

グリン･タフ地域とかいうことばをしばしば耳にされる

こととおもいます.このグリン･タフという名が初め

て用いられたのは大正の始め頃です.その頃秋田

油田の調査研究にたずさわっていた地質調査所大学

石油会社の地質技師や学者が油田層序の標式地として秋

岡県の塊鹿半島の調査を行ないました.そのさい甥

庇半島に広く分布している新第三紀の地層を細かく分け

措相の見かけの特長から各地層を古いものから新しいも

のに向ってSandySha1eA1temationB1ackSha1e

HardShaleおよびGreenTu冊とニックネｰムで呼

んだのがグリン･タフのことばの起こりです.次にグ

リン･タフ地域ということばを使うように放ったのは戦

後です.グリン･タフとは地質学では現在次の2つの

異存った意味に使われています.その1つはもとも

と暗灰色灰色灰白色などを示す凝灰岩が変質作用

を受けて緑色を帯びた種々雑多の色を示すようになった

岩石の名前として使われています(第1図･第2図･第

3図).もう1つはHardShaleと呼ばれた女川層

第1図撮隣地として知られるグリン･タフからなる秋田県湯淑渓'

俗この付近のグリン･タフには写真でみるように塊状でほとん

ど層理がみとめられないペタタフと野外で俗称しているゆえんで

ある(水野技官搬影)

肪｡L

大沢穣

(おんながわそう)より古く新第三系の基盤を作ってい

る花商岩類古生層祖とより新しい火111からの噴出物

のすこぶる多い堆積物を総称してグリン･タフと呼ん

でいます.この場合この堆積物の中には砂岩泥岩

頁岩柾どの火1⊥1からの噴出物でない水成措類が含まれて

いることはもちろんです.すなわち後者の場合には

1つの層準(Ho曲㎝)を示すものとして使われている

のです.グリン1タフ地域とはもともと東北裏目本と

いう意味で使われていましたが最近は拡大され裏日

本全体となりさらに北海道の北見から千島にかけての

オホｰツク海津地域や伊豆半島などをも含むようになっ

ています.学者によって少しずつ異なりますが第4

図に藤岡教授によるグリン･タフ地域を示しておきまし

た由私は照和2奔以来10数年間東北地方のグ)ン･

夢フ地域夢地質調査研兜を行なってきましたが東北地

方以外¢)グリいタケ地域は余り歩い淀こ&かありませ

ん夢)セグリゾ1タタ地域全俸の地質につい亡紹介ない

し解説するめは知識と能力にとっ亡すとぶる重荷です.

したがってここでは現在まで野外調査梼究を行なって

きた青森県岩手県秋岡県および山形県北部の地域に

ついて私自身の知識をもとにして諾先輩や同僚の研究

をも含め紹介および解説をいたします(第5図).順序

として無味乾燥でよんでいて1番画自くないところで

すが地質層序について初めに述べ次に火成活動地

質構造構造発達兜為よび鉱化作用最後にもう少し勉

第2図代納肱グジン･タフ(酸性火{礫凝灰岩)(水野技官撮影)�
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強したい人のためにおもな文献の解説を行なう予定です.

1.グリン･タフ地域の地質層序

東北地方のグリン･タフ地域の新第三系はたとえば

秋田地方でみるとその堆積物の厚さは3,000m以上も

ありそれはほとんど海成層であり堆積盆地の規模や

沈降の速度も大きくまた一見きわめて複雑祖火成活動

を示している･グリン･タ7地域の基盤を構成してい

るのは大部分は古生層で1部は中生層でありまたこ

れらに貫入している花陶岩類である.これらの基盤措

類を不整合におおって新第三紀の著しい火山噴出物が堆

積しその上に石油を含む水成岩類がさらにおおってい

る.このおびただしい火山岩類は著しい変質作用を受

け金銀銅鉛亜鉛だとの鉱脈型鉱床や黒鉱々床

を多数含み日本で有数の新第三紀非鉄金屑鉱床区を

作っている.さらに新しい含油新第三系中に石油天

然ガスを多量に産出している.グリン･タフ地域の新

第三系は秋日ヨ県男鹿半島および秋田市周辺地域の層序を

模式地と.し第1表のように対比される(第6図第2

表)｡これら新第三系は門前期台島･西黒沢期女

川期船川期狂とに分けられる.各期の地層のお毛な

特長を要約すると門前期は著しく変質した中性(一部

塩基性)の火山岩類を主とし脊梁山脈地域では海棲の

貝化眉を産するが一方ほかの地域では寒冷系の阿仁合

型植物化筍を産し半鰯半淡成と考えら机る.台鑑･

西黒沢期はやや変質した酸性の火山塔類で特長づけら机

砂岩礫岩泥岩などの水成岩類を有し脊梁山脈地域

以外ではさらに塩基性の火山岩類がみら批篭.脊梁山

脈地域では海棲の貝化石および深海魚化面を産しほか

の地域では温暖系の台盛型植物化;石および海棲の貝化石
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蜥3図代表1灼なグリン･クフ(燃緋拐重灰挑)(水靱r技官棚彫)

を多産し下部から上部に向って陸成から海成になる.

剣11期は硬質頁岩によって特長づけら机最大の海浸の

時期であって一方背梁山脈地域では隆起運動がはじま

り砂質のものが多い.船川期は黒色泥岩によって特

長づけられ最大の沈降の時期であると同時に青森･秋

田蝦境地域太平山周縁地域秋閏･山形県境地域脊

梁山脈地域などでは著しい隆起運動が行なわ机た.天

飾51頁1グリン･タ7地域の地質図･諏方図のI例

(大沢･松1山･杉1⊥1196{)�
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策1表グリン･タフ地域の新鏑三系の対比致

踊2泰男鹿準島燭序表(牒1冊1963)

���繍糊地域嚇補秋鵬榊域詰黒鰍地域���秋田岩手撒地域������i巾欄藩��

榊��������第四紀����段丘地棚物･察側uおよび虜籾'��

�����������火山唄艶物���

冊川畑���蜘11層000咀り���������湖西賜｣�砂楽･挽物遺体化拓�

���������徴����貝化石1二とむ砂蝿�{個耕亦協台}一

挺脚期���山本馬上部･笹岡属(100-700冊〕�����蝶�㎜���鮪川衝(一〕{獅醐■��

■'ユｰ■��������������

���座本層下部･ヲ…億寺層上部uOO-700m〕�����砺�鰯���山本縛�含,睡膿砂噌･渥結`慨斜可儲舎〕一土部は鉗灰色細轍砂噌砂及泥胎を挟む景�

天徳寺1靱��������泄��蝿��㈹①剛�上=蜘よ翁閉砂岩･竜庵に貝化筍･荷札虫化石�

����北浦層天徳寺層下部1樹蝸(100一?00而〕���������声納よ断原色泥岩･帳麻貿梱池砂為を挟む亙樹状�

■11����������川��北痴畷“00…〕仙�灰色調置忘涯'映灰砂増岳〕事国互層{貝{ヒ石イ1iL!虫一ヒｰヨ】�

���舳1層上部t10ト70何ml���花山霧･三釧咽���綬���船州層�上舳ユ唯灰色やや砂質泥蛤･樽漣吠便砂拙･狸映噛を嫉み品�

������(100一側皿〕�蛎���囑��looo～塞55団)�上部は亙国状金剛=宥孔虫化垢�

錦川1則�■一一������������li綱は暗灰色泥魁･漉妖恐を挾む�

������熱閥など����群����

����蜘11層下部n00-1,000皿〕��������女!l1層1!繧ト500祠〕�珪.冒重腐i尼岩.概灰増を撚t∫帥..葉{粉イビ号;�

������{5ト650回〕���矧�����

�������輔�巾�中�台��酒用釈喝;聾0156阯〕��

女川胴���女111層uoo-80価m)���小繁択層など����農����

����������畷��古鳥籟�海燭右砂岩脇㈱泥胎鰍州鰍鋤化石〃､､{一部邦船〕`示蝶舎､膿措･砂岩･渥悠{他物{ヒ石･顛脚�

������115ト700皿〕���畑���〔250皿〕�台^笠置艦･姐六並武冶く溶岩･角礫増〕�

��西黒沢層�砂子欄層�阿仁合騎上部�…廣郷固筒��一i一���群���帆掛馴撤去石英奏山岩`溶嵩･腿朕角礫出･漫灰岩〕�

台.;ム･酒烈�県1.1川汚�������蛾�����嚥繊冊･ずノソク』一ス･灰曹長石流紋蟷･その�{禾概合)一

��12トｰ50m〕�125ト400而〕�1200冊･〕�1100-200則�大石層�����門�奥山流紋岩綴�他の揃倣漕{潜岩･坦地響･波灰岩〕�

��合蝪精�大翁叉層�剛二合層中部�畑材層�{600冊り���初�門����

.l11則�����������餓�棚繍⑭蝉砂徽狢�角碗脂･磯捲･砂増･泥増{いずれも雌灰恢}楡物化石�

��1250皿り�{10ト隻50皿〕�lI00一'00m〕�い｡o-30藺皿1��紀�������

�熈高沢胴���������前��カ臓火山岩頚㈱導m�{姿玖〕問･輝拓安山岩:港畠･担塊蛤･涯灰角礫岩)�

''��������徴���層��{竣輿〕級棚石･玄廣沿{溜岩･挑塊胎･涯荻均聯地〕�

���萩形藩�祠仁合層下部����������

���{25ト5①0皿,�{35ト700π〕�������1鮒,〕�溶岩火山槽類�楓面箔質{宙II')騨〔角礫増･擢噌･膿好角聰蛤･概灰胎,�

1一]舶』馴��門前層群���及位層�大院派層����層��{2顯醐�吠轡灰塵石巨狼簡禰楕倣個石･玄農猪(溶狢･筑塊州�

�膝削11層�������������

�1300一咀00n〕�11,100m〕�大又層��{600冊･〕�(600冊り��������

���{300冊)������糊�鉾�赤島層�入独蛇火山岩�リソイタイト型鋼雪1={田㈱培{樽讐･角傲{嵯妖岩〕い)一両欄拓椅菜安山出{溶噌捲脚�

一�����������1鮒0〕�誠篇火出籍穎�虹国一両〕螂:百汝山岩〔漕悠･雌秘忠･角礫･拠原忠,�

郷脇三紀����花陶忠顛･吉生層�������先唖鏑三綱鯉岩��角閃石恕重母アダ'口捲�岬搦釧一

{一部祁聾舎〕

舎､
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徳寺期は灰色の泥岩を主とし笹岡期は脅灰色のシルト

岩を主とし鰭川期は砂を主としていて堆棚盆地は分

化し次第に小さくなっている,次に各期の代表的地鰯

について簡単に述べる.

1.1.門前期'

門前期のおもな地層の分布を第7図に示す.

宮城博士(1953)によればこの植物化石は古鳥層下部

であるという.

(2)権現崎鰯(ごんげんざき)

権限1瞭層は津軽半島に分布し模式弛は小泊半島の突

端権現崎付近で層厚は500mであって著しく変質した

安山岩火山砕屑岩を主としその熔岩を伴っている.

(1)門前層群(もんぜん)

門前層群は男鹿半島ぽ分布し下位から赤島層(あか

しま)と門前層に分けられる.赤島層の模式地は男鹿

半島北爾津赤鳥付近で層厚は20c鰍門前属の模式地

は男鹿半島潤瀞で層厚は900mである｡称島属は著

しく変質した安山岩熔岩とその火山砕暦砦および花鯛

培類をふくむ石英安{岩熔岩からなる生門前層は粗繭

崇質安山岩熔岩安山岩熔措玄武岩熔岩流紋猪熔堵

&それらの火山砕掃岩を主とし襟岩砂瀞泥猪扱と

を伴いこの泥岩山から阿仁合型構物化肴を産する世

､拳

へ

マ

(5)藤窟川鰯(ふじくらがわ)

藤倉川層は青森･秋四県境一帯に分布し模式地は弘

前の南西方藤倉川流城で層厚は300～800㎜である.藤

倉川層は著しく変質した安山岩熔岩とその火山砕屠岩を

主とし玄武岩熔措と粗面玄武岩熔岩を伴う.まれに

泥岩をはさみ植物化石の破片を有する(第8図).

㌫

灘幽鯛轄繊蟻

蟻ヨ㎜台籍鰯

囑固門前欄

⊂コ鴎ホ帽囮菰錫噛

舳m肯醐北浦喝

第6図男鹿半島地質図(藤岡1963)

(毎)黒石沢騒(くるいしぎわ)

黒石沢層(台縞1衡黒沢期のあこるで述べる)の夏部

は門前期と考克られ阿仁含型檎物化否を産する(策窪

鰯)､

(轟)犬魯鰯(錨篤伸)

大将屑は大館付近一俳ぽ分布し模式地は大館廠方大

俗付近で籍しく変質した安山措熔堵おその火1且1枠暦瀞

および砂堵襟岩扱とから放り阿仁含型檎物化石を産

するヨ

(竈)犬叉鰯(総総蜜稔)

大文糧は太平;ふ凋辺地城に分布し模式地は阿仁台付

近で層厚は30G～亙享工OC獺である岳大又層の下部為よ

び中部は欝しく変質した安山砦熔岩&その火{砕暦砦

を主とし玄斌瀞熔堵石英安山岩熔岩泥堵溶とを伴

っている｡大文欄の上部は流紋岩熔岩&その火山砕�
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㌘富ザ熔雛とし砂叙る(第∵ゾ

(･)阿111下1鮎川一寸㌧

阿仁合層下部は阿仁含炭田に分布しここを模式地とy南湖

よ岩鰐㌶㍑†莞童1貨苫阿芦㌘づ夕叶

合型植物化石を多産し同化石のタイプとなっている.呵仁合国､･,峠､､ぺ榊

湘ノ(

阿仁合型植物化石というのは藤岡教授によれば若干､､一'

の一キゾチツ1属!絶滅属11のぞ/l1本の温帯林吋､ポぐ1レふ

に普通な属か!枚1化石種/現生温帯種11近縁であ1欄･朴トゾ舳㌻慧み

ほとんど落葉樹種からなる.化石の鑑定ができなくて

〕l111岨r榊｡

烏化鴛㌶黒アが㌫;一ζ鴛…一ヅザ＼曹

鴬竃簑鴛㍗1椛1しl/λ㌻∴㌣戸

節7図門前期のおもた地胴σ)分布図

(8)萩形層(はぎなり)主とし玄武岩熔岩を伴い海棲の員化石を産する.及

新形層は太平山周縁地域に分布し模式地は太平山北位層の上部は有英安山岩火山砕層岩流紋岩火山砕屑岩

方の萩形付近で層厚は250～500mである.萩形層はおよび熔結凝灰岩からたる.放お及位層中には粗面

粗面岩質安山岩熔岩安山岩熔岩およびそれらの火山砕安山岩熔岩や粗面玄武岩を伴っている.

屑岩を主とし礫岩砂岩泥岩などを伴い阿仁合型

植物化石を産する(第9図).(10)大荒沢層(おおあらさわ)

大荒沢層は脊梁山脈横黒線沿線一帯に分布しここを

(9)及位癩(のぞき)模式地とし層厚は600m以上である.大荒沢層は著

及位層は秋周･山形県境一帯に分布し模式地は新庄しく変質した安山岩熔岩とその火山砕層岩を主とし玄

北方の及位付近で層厚は600㎜以上である.及位層武岩熔岩泥岩などを伴い海棲の貝化石を産する.

の下部は著しく変質した安山岩熔岩とその火山砕層岩を大荒沢層に対比される同じ岩質の地層が脊梁山脈地域に

一.1毛,肥組“ゾ/舳轟歎

1日'弧伐黒1㌶十､.一

､㌣1搬鮭･;｡口榊舳舳榊狂
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分布し薬研層(下部)佐比内層生保内層葛館層

稲瀬層などと呼ばれている(第10図).

1.2.台鑑･西黒沢湖

台轟･酉黒沢期のおもな地層の分布を第12図に示す.

(1)台島鰯(たいじま)

台島層は男鹿半島に分布し模式地は男鹿半璋西部山

地南海岸で層厚は250m以上である.台島層は酸性

火山礫凝灰岩酸性凝灰磐石英安山岩熔岩および熔緕

凝灰岩からなり上部に砂岩泥岩および礫岩を有し

玄武岩熔岩を伴う.台島層上部から台島型植物化石を

産し同化石のタイプとなっている.また浅海棲の

貝化石を産する.台島型植物化石というのは藤岡教

授によれば現在日本の温帯南部～暖帯森林に相赤した

組成をなし常緑樹種と落葉樹種カミほぼ同率の混在構成

である.阿仁含型植物灘と異なるおもな点は常緑松

柏類常緑カシやクスノキ科が多く葉カミ厚質で全縁の

ものが多い.またエキゾチックな属カミ多v･.この植

物組成から判断される古気候的な門前期以後の変化は

気候カミ暖かくなり同時に暖流支配の海洋影響が近くなっ

たことで換言すれば地域的な沈降とそれによる暖海の

浸入を見たことである(第6図1第2表･第13図).

(2)西黒沢鰯(にし<ろさわ)

酉黒沢層は男鹿半島に分布し模式地は男鹿半島西部

北津および南岸で層厚は20～150mである.西黒沢

層は礫岩砂岩泥岩および酸性凝灰岩から祖ザ北部

と南部とで岩相を異にし南部では泥岩を主としている.

台島層と異恋り完全狂海成層であって員化石および

海綿を多産する(第6図･第2表).

(5)磯胚層(いそ泰つ)蜻各都層(ふゆべ)･長根層(なかね)

下位から上恢に向って磯松層各部幅長根層の順序
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でかさ怒り津軽半島に分布する.模式地は津軽半島

西部であって層厚は磯松層カミ500m各部層が220～

700m長根層が200～500mである.磯松層は礫岩

砂岩泥岩および凝灰岩から在り海棲の貝化石を産す

る.各部層は安山岩火山礫凝灰岩と安山岩凝灰岩を主

とし泥岩砂岩流紋岩熔岩安山岩熔岩玄武岩熔

岩などを伴う.台島型檀物化石とともに海棲の貝化

二石を産する.長根属は砂塔を主とし安山岩熔岩とそ

の火山砕屑岩および泥恭を伴い海棲の貝化石を産する.

(4)黒石沢属(くろいしざわ)

黒石沢層は青森1秋岡県境一帯に分布し模式地は鷹

ノ泉北西方黒石沢付近であって層厚は150～1500mで

ある.黒石沢層は安山岩火山礫凝灰岩を主とし礫岩

砂着泥岩安1⊥暗熔岩玄武岩熔岩狂とを伴う.台

島型植物化石および海棲の貝化石を産し黒石沢層の最

下部から阿仁合型植物化石も産する(第8図).

'砕

『

(5)早口川層(はやぐちがわ)

早口川層は青森･秋田県境一帯に分布し模式地は鷹

ノ巣北方の早口川流域であって層厚は700～1000mで

ある.早口川層の一部は女川期のものである.早口

川屑は酸性火山礫凝灰岩泥岩玄武岩熔岩その火1⊥1

砕暦岩熔緒凝灰岩などからなり海棲の貝化石を産す

る.なお早口川層の中部に玄武岩類が多い(篤8図).

錐

隷

(6)大高層(おおくず)

大高層は大館～花輪一=帯に分布し模式地はこの付近

であって層厚は200mである､大高層は2つの岩相

に分けられ1つは石英安山岩熔岩とその火山砕暦措を

主とし礫岩泥粘などを伴いもう1つは主として泥

岩からなる.

(7)阿仁合層中部

べ

■

彩､勿

ノ

片穴

H･イ/蹴…酢

舳加､

第10図脊梁山脈地域偵黒線治線の地質図(束:1ヒ大学)(牒岡1963)
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同仁合層中部は阿仁合炭田に分布しここを模式地と

し層厚は100～400mで酸性火山礫凝灰岩と砂岩を主

とし台島型植物化石および海嬢の貝化石を産する.

(8)阿仁合層上部

阿仁合層上部は阿仁合炭岡に分布してここを模式地

とし層厚は200m以上である.阿仁含層上部は酸性

火山礫凝灰岩と泥岩を主とし玄武岩熔岩とその火山砕

屑措および石英安山岩熔岩を伴う.海棲の貝化石およ

び不完全な構物化石を産する､

(9)大倉又層(おおくらまた)

大倉又層は太平山周縁地域に分布し模式地は太平1⊥1

北方け近で層厚は100～550㎜である.大倉又層は

主として酸性火山礫凝灰岩および酸性凝灰岩からなり

石英安山岩熔岩ときに泥岩を伴い台島型棺物化石

まれに海棲の貝化石を産する(第9図).

(10)妙手淵層(すなこぶち)

砂子淵層は太平山周縁地域に分布し模式地は太平山

南方砂子淵付近であって層厚は250～400mである.

砂子淵層は玄武岩熔岩玄武岩案塊岩玄武堵凝灰角礫

岩玄武着火山礫凝灰岩および玄武岩凝灰岩からなり

泥岩および礫岩を伴っている.玄武拷凝灰岩と泥措中

から海棲の貝化石を産する.(窮9図)

(11)畑村層(はたむら)

畑村層は秋田県南部出羽丘陵に分布し模式地は本荘

東方畑村付近で層厚は1,OO～300鮫である曲畑村層は

酸性凝灰岩を空とし砂堵と泥岩をとも放い古鳥型棺

物化石を産する古

城12図台柵･酩欲榊)おもな地憎の分;而咽

〆

節1欄

(12)須郷田層(すごた)

須郷田層は秋田県南部の出羽丘陵に分布し模式地は

本荘東方大写高瀬川沿岸で層厚は100～200mである.

須郷田層は主として砂岩からなり礫岩を伴い台島型

植物化石および海棲の貝化石を産する.桂おデスモ

スチ/レスが発見されている.

(13)金山層(かねやま)

金山層は秋田･山形県境一帯に分布し模式地は新庄

北東方金山付近で層厚は200～700mである.金山層

は酸性火1⊥1礫凝灰岩酸性凝灰岩流紋岩熔岩安山岩

熔岩その火山砕屑岩泥岩砂岩および礫岩からなり

金山層の下部から海棲の貝化石と少量の植物化石を産す

る.

(14)犬石綴

大石層は脊梁山脈横黒線沿線一帯に分布しここを模

式地とし層厚は600m以上である.大石層は酸性火

山礫凝灰岩酸性凝灰岩および泥岩を主とし流紋岩熔

岩安山岩熔岩その火山砕層岩および砂岩まれに玄

武岩熔岩を伴う.大石層から海棲の貝化石を産する｡

大石層に対比される同じ着質の地層カミ脊梁山脈地域に分

布し薬研層(上部)岡山層(下部)国見層小出川層

酉小沢層などと呼ばれている.(第10図)

て.3.女川期

女川期のおもな地層の分布を第14図に示す.

(1)女川層(お､んながわ)

女川層は秋田県全域に分布し模式地は男鹿半島前樟

の女川付近である.秋田県下で岩谷層二井山層山

内層荏とと岬れている地層は女川層とほとんど同じ岩

質である.池辺博士に

･'つよれぱ女川馳層厚は

副地!100～800mであって地

面誌蝋;

迦繊脇爵㌃修域によって異なる･鷹

｡描轟蔦方猛簑

㌻淡祭兼

ている.また青森･

秋岡県焼一帯岩手･秋

田県境一帯太平山周縁

柑錫炭団

地域などではO～400m

L二二ニニ｣岬

東北地方台鳥型植物縦の分布図(藤岡1963)�
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㌧〆

小泊風

大圃子煽
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う

重
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禰匝国

第14図

女川期の

おもな地

層の分祐

図

で薄い.(第16図)女川層は特長ある厚板を重ねたよう

な層理の良い均質の珪質～硬質の泥岩を主としいわゆ

る硬質頁岩HardSha1eの呼称で知られてV･る.し

ばしば酸性凝灰岩をほさみまた組出火山岩類で代表さ

れる安山岩熔岩およびその火山砕屑岩を伴う.女川層

の基底部に海緑石を有することが多い.泥岩からは魚

鱗魚骨の化石を普遍的に産する.北秋田東部地域

秋田･山形県境地域などは酸性凝灰岩カミとくに多い(第

1い16図).

(2フ

�
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第15図女川期の層厚と端桐(池辺1962)･

㌔

“,'

大滝層は大館～花輪一帯に分布し模式地は大館東方

の大滝付近で層厚は1000mであって酸性凝灰岩の多

い女川層の異相である.

(3)章薙層(くさなぎ)･大童手層･小泊層･蒲野沢

層･坂本層など

これらの地層は女川層と岩質はほとんど同じであって

硬質頁岩で特長づけられている.

(4)小繋沢層(二つなぎざわ)

小繋沢層は脊梁山脈横黒線沿線一帯に分布しここを

模式地とし層厚は150～300mで砂岩泥岩および硬

質頁岩を主としている.小繋沢層に対比されるほぼ同

じ岩質の地層カミ脊梁山脈地域に分布し鈴鴨川層綱取

層在とと呼ばれている.小繋沢層中から酉黒沢期を指

示する有孔虫化石灘を産するが女川期の山内層と指交

の関係にあることが知られているので酉黒沢期から女

川期にまたがるものであろう.(第10図)

1.4.船川期

船川期のおもな地層の分布を第17図に示す.

(､)船川層(ふなかわ)

船川層は秋田県全域に分布し模式地は男鹿半島南岸

の船川付近である.秋周県下で藤琴川層伊岡層恋と

と呼ばれている地層は船川層とほとんど同じ岩質であ

る.池辺博士によれば船川層の層厚は300～1500m

第16図代表的な女川期の硬質買堵(平山次郎技官撮影)�
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で船川層下部は100～1000m船川層上部は100～700

mであって地域によって異たる.腐ノ巣西方能代

沖男鹿半島大曲西方から和田盆地本荘北酉方沖な

どでは1000mを越えており最大の層厚は1600mに達

する.この厚層の部分はほぼ油田縄曲方向にのびてい

る.また青森･秋田県境一帯太平山周縁地域など

では0～500mで薄い.(第18図)船川層は主として暗

灰色泥岩からなりいわゆる黒色泥岩B1ackM11dstone

の名で知られている.しばしば七座凝灰岩(ななくら)

の名で親しまれている酸性凝灰岩の厚層をはさみまた

船川層上部では砂岩を伴っている.船川層とほとんど

同じ岩質の地層について青森県で赤石層など山形県で

古口層と呼ばれている(第18･19･20･21図).

(2)黒沢層(くろさわ)

黒沢層は脊梁山脈横黒線沿線一帯に分布しここを模

式地とし層厚は50～500mで砂岩を主とし泥岩

礫岩ときに石英安山岩凝灰岩を伴い海棲の貝化石を

産し船川層下部に対比される.黒沢層に対比される

ほぼ同じ岩質の地層が脊梁山脈地域に分布し菱内層

小志戸前層山津田層たどと呼ばれている.

(5)花山層(はなやま)

花山層は脊梁山脈横黒線沿線一帯に分布してここを

模式地とし層厚は300～450mである.花山層は砂岩

泥岩および石英安山岩凝灰岩からなり植物化石を産し

湖成層であって船川層上部に対比される.花山層に対

比されるほぼ同じ岩質の地層が脊梁山脈地域や内陸盆地

㌣)
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著
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第17図

船川期の

おもな地

層の分布

図

地域に分布し遠部層(とへ)宮田層湯口層橋場層

三途川層などと呼ばれている.花山層と黒沢層との関

係は造山運動発達吏の上でも重要な意義をもっているの

で後で述べる.

1.5.天徳寺期(第23リ4･25図)

天徳寺期のおもた地層を第22図に示す.

(1)天徳寺層(てんとくじ)

天徳寺層は秋田油田地域に分布し模式地は秋田市天

徳寺付近であって層厚は200～1,000mで天徳寺層下部

は100～700m天徳寺層上部は100～700mである.天
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徳寺層は泥岩を主とし砂岩を伴う.桂根層はこの泥

岩と砂岩の互層に対し名づけられたもので天徳寺層の

下部に対比される.

(2)北浦層(きたうら)

北浦層は男鹿半島に分布し模式地は男鹿半島北岸で

あって層厚は400mである.北浦層は泥岩と砂岩の細

かい互層で海棲の貝化石を産し天徳寺層下部に対比さ

れる.なお脇本層下部は天徳寺層上部に対比される.

(3)その俸かの地層

天徳寺期の地層が青森県山形県などに分布している

が略す.

1.6.笹岡一期(第22･26図)

(1)笹岡層(ささおか)

笹岡層は秋岡油用地域に分布し模式地は秋田市笹岡

付近であって層厚は100～700mである､笹岡層はシ

ルト岩を主とし本属上部は砂岩となる.海棲の貝化石

を産する.

ているが略す.

1.7.鮪川期(第22図)

(1)鮪川層(しびかわ)

鮪川層は秋田油田地域に分布し模式地は男鹿半1島北

岸の安閑酉方海岸で層厚は100m以上砂岩を主とし

軽石層をはさみ海棲貝化石を産する.鮪川期の地層

が青森県岩手県山形県などに分布しているが略す.

1.8.各地層間の層位関係

(1)門前期の地層と台島期の地層との関係

男鹿半島の門前層鮮と台島層とは不整合関係を示すけ

れどもほかの地域ではおおむね整合である.私が野

外研究を行なった津軽半島青森･秋田県境地域秋岡

県阿仁合炭田地域秋田｡山形県境地域恋どについてみ

ると火山噴出物相互間の異常堆積とか火山噴出物の

急速な堆積の結果による部分的不整合もしくは異常堆積

をみとめても時間的間隙や構造的差異を示す不整合が

みられなかった｡また脊梁山脈地域などでも北村助教

授によれば整合関係を示している.

(2)脇本層(わき毛と)

脇本層は男鹿半島に分布し模式地は男鹿半島南岸の

脇本付近であって層厚は7εOmで砂岩からなり海

棲の貝化石を産する.

(3)そのほかの地層.

笹岡期の地層カ清森県･岩手県山形県などに分布し

1嚢二1出

(2)台島期の地層と酉黒沢期の地層との関係

大部分の地域では整合関係を示しているが脊梁山脈

地域をのぞく地域ではごく狭い地域的不整合カミみられる.

このような地域的不整合は酉黒沢期に沈降量の少放かっ

た地域にかぎられる.この地域ではごく局部的である

が西黒沢期の地層が門前期の地層をおおっている.た

とえば秋岡･山形県境地域太平山周縁地域などでみ

られる.

(3)西黒沢癩の地層と女川期の地層との関係

ほとんど大部分の地域で整合関係を示している.
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(4)女川期の地層と船川期の地層との関係

全地域で整合関係を示している.

(5)船川期前半の地層と同期後半の地層との関係

青森･秋岡県境地域北秋田金属鉱床地域太平山周

縁地域脊梁山脈地域秋田･山形県境地域では著しい

不整合を示している.秋田油田地域では周辺部以外で

は整合である.次におもな例をのべる.池辺穣博士

によれば太平山周縁地域の船川層上部は浅海性の粗

粒岩相を示し基底礫岩をもって船川層下部を便斜不整

合でおおっている.秋田平野周辺由利油帯などでも

船川層上部は異常堆積層を基底としこの時期に造構運

動のあったことを示している,上田博士ならびに井上

教授によれば遠部層と下位層との関係は常に不整合

で門前期～船川期の地層に傾斜不整合にのり下位層

とあきらかに構造差をもっている.また北村助教授

によれば花山層と下位の黒沢層とは常に不整合関係にあ

り黒沢層堆積後に造構運動があったことを示している.

そのほか宮田層三途川層などと下位層との関係も

完全た傾斜不整合である.

(6)その後の各期の地層間の関係

船川期の地層と天徳寺期の地層とはほどノレど整合で

あり天徳寺期の地層と笹岡期の地層とは一部整合一部

不整合である.笹岡期の地層と鮪川期の地層とはっね

に不整合である.(つづく)(雛者は地質部)

節23図天徽寺』切下部の1倒μと淵柵(池辺1962)
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